
　

経
団
連
は
今
般
、
報
告
書
「〝
イ
ン
パ
ク
ト
指
標
〟

を
活
用
し
、
パ
ー
パ
ス
起
点
の
対
話
を
促
進
す
る
」

を
取
り
ま
と
め
、
公
表
し
た
。
本
稿
で
は
報
告
書
の

概
要
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
資
本
主
義
」
を 

金
融
・
資
本
市
場
で
実
践
す
る

　

経
団
連
は
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
資
本
主
義
の
実

践
に
向
け
て
、Society 5.0 for SD

Gs

の
実
現
を
推

進
し
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
東
京
大
学
、
Ｇ

Ｐ
Ｉ
Ｆ
と
共
同
研
究
報
告
書
「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
進
化
、

Society 5.0

の
実
現
、そ
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
達
成
へ
」

（
２
０
２
０
年
３
月
）を
取
り
ま
と
め
、「
企
業
と
投

資
家
の
双
方
が
長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
革
新
的
な

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
お
よ
び
、
そ
れ
へ
の
投
資

を
進
め
る
こ
と
で
、
社
会
課
題
の
解
決
と
新
た
な
成

長
の
実
現
の
両
方
が
達
成
で
き
る
」
と
提
示
し
た
。

　

ま
た
提
言
「
企
業
と
投
資
家
と
の
建
設
的
対
話
の

促
進
に
向
け
て
」（
２
０
２
０
年
９
月
）で
は
、
Ｅ
Ｓ

Ｇ
投
資
の
進
化
に
向
け
て
、
企
業
と
投
資
家
に
よ
る

パ
ー
パ
ス
起
点
の
対
話
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。

従
来
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
は
、 

長
期
経
営
戦
略
と
の
関
係
性
が 

説
明
し
難
い

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
な
ど
を
背
景
に
、
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
情
報
開
示
や
対
話
が
進
め
ら
れ

て
い
る
も
の
の
、
企
業
と
投
資
家
に
お
け
る
対
話
に

は
、
依
然
と
し
て
ギ
ャ
ッ
プ
が
み
ら
れ
る
。
こ
う
し

た
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
方
策
を
検
討
す
る
た
め
に
、

金
融
・
資
本
市
場
委
員
会
の
傘
下
に
、
企
業
と
投
資

家
が
議
論
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上

げ
た
。

　

議
論
を
重
ね
る
中
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
企

業
側
が
長
期
目
標
や
経
営
戦
略
に
関
す
る
対
話
の
中

で
、
特
に
、
事
業
／
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
社

会
課
題
の
解
決
へ
の
取
り
組
み
へ
の
評
価
を
期
待
し

て
い
る
一
方
、
投
資
家
は
、
企
業
の
取
り
組
み
の
進

捗
状
況
や
実
効
性
を
確
認
す
る
た
め
、
定
量
指
標

（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）に
基
づ
く
対
話
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
う
し
た
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
る
原
因
の
１
つ

と
し
て
、
従
来
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
で
用
い
ら
れ
る
Ｋ
Ｐ

Ｉ
で
は
、
新
た
な
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
市
場
創
出
に

向
け
た
機
会
の
獲
得
や
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革

に
つ
な
が
る
長
期
目
標
／
経
営
戦
略
等
と
の
関
連
性

を
示
し
に
く
い
点
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
パ
ー

パ
ス
起
点
の
対
話
に
資
す
る
新
た
な
指
標
に
つ
い
て

検
討
し
た
。

〝
イ
ン
パ
ク
ト
指
標
〟を
活
用
し
、 

パ
ー
パ
ス
起
点
の
対
話
を
促
進
す
る

─
企
業
と
投
資
家
に
よ
る
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
資
本
主
義
の
実
践
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業
の
実
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
実
践
上
の
課
題
を
整

理
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
分
野
横
断
的
な
横
断

指
標（
16
指
標
）と
、
企
業
と
投
資
家
の
双
方
に
と
っ

て
関
心
が
高
く
、
日
本
の
重
要
課
題
、
そ
し
て
成
長

分
野
と
し
て
期
待
さ
れ
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
分
野（
34

指
標
）、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野（
34
指
標
）の
合
計
84
の

指
標
を
、「
経
団
連
イ
ン
パ
ク
ト
指
標
例
」
と
し
て

示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
指
標
例
を
参
考
に
、
自
社

の
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
や
パ
ー
パ
ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
な
ど
を
踏
ま
え
て
イ
ン
パ
ク
ト
指
標
を
設
定
し
、

そ
れ
ら
を
活
用
し
た
対
話
を
重
ね
る
こ
と
で
、
各
社

が
取
り
組
む
事
業
／
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
投
資
の

加
速
、
新
た
な
成
長
事
業
の
実
現
が
一
層
図
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

　

日
本
国
内
に
お
け
る
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
の
残
高
は

１
兆
３
２
０
₄
億
円（
２
０
２
１
年
度
調
査
時
点
、前

年
度
比
２
・
₅
倍
）に
拡
大
し
、
２
０
２
２
年
₆
月

に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
新
し
い
資
本
主
義
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
及
び
実
行
計
画
」
に
お
い
て
も
イ
ン
パ

ク
ト
投
資
を
推
進
す
る
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
る
な

ど
、
事
業
や
活
動
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
社
会
的
・

環
境
的
な
変
化
や
効
果
へ
の
関
心
は
一
層
高
ま
っ
て

い
く
と
見
込
ま
れ
る
。
経
団
連
と
し
て
も
、
イ
ン
パ

ク
ト
指
標
を
活
用
し
た
パ
ー
パ
ス
起
点
の
対
話
を
促

進
し
、
革
新
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
お
よ
び
、

そ
れ
へ
の
投
資
を
後
押
し
す
る
こ
と
で
、
サ
ス
テ
イ

ナ
ブ
ル
な
資
本
主
義
の
実
践
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

パ
ー
パ
ス
や
長
期
経
営
戦
略
に

関
す
る
対
話
の
ツ
ー
ル
と
な
る

「
イ
ン
パ
ク
ト
指
標
」

　

ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
が
着
目
し
た
の
が
、「
イ

ン
パ
ク
ト
指
標
」
で
あ
る
。
イ
ン
パ
ク
ト
指
標
と
は
、

「
事
業
や
活
動
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
社
会
的
・
環

境
的
な
変
化
や
効
果
を
示
す
指
標
」
で
あ
り
、
未
来

社
会
の
姿
を
示
す
指
標
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
企
業
の

パ
ー
パ
ス
の
具
体
化
に
つ
な
が
る
利
点
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、「
全
て
の
人
を
健
康
に
」
と
い
う
パ
ー

パ
ス
を
イ
ン
パ
ク
ト
指
標
の
観
点
か
ら
具
体
化
す
る

と
、「
健
康
寿
命
」
の
延
伸
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、も
う
１
段
階
具
体
化
し
た「
疾
病
罹
患
者
数
」

な
ど
の
指
標
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
企
業
は
自
社
の

パ
ー
パ
ス
や
長
期
目
標
／
経
営
戦
略
に
基
づ
く
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
よ
り
具
体
的
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
共
通
言
語

と
し
て
の
「
イ
ン
パ
ク
ト
指
標
」

　

ま
た
、
イ
ン
パ
ク
ト
指
標
は
、
投
資
家
が
期
待
す

る
、①
重
要
性（
企
業
価
値
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る

社
会
課
題
は
何
か
）、
②
将
来
性（
自
社
の
事
業
や
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
ど
の
程
度
の
競
争
力
を
有
す
る
か
）、

③
実
効
性（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
て
ど
の
程

度
の
成
果
を
も
た
ら
す
か
）、④
測
定
可
能
性
と
い
う

₄
つ
の
要
素
を
兼
ね
備
え
た
情
報
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

投
資
家
と
の
対
話
に
お
い
て
強
力
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ツ
ー
ル
に
な
る
。
さ
ら
に
、
投
資
家
以
外

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
も
、
イ
ン
パ
ク
ト
指
標
を
通

じ
、
事
業
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
意
義
や
実
効
性
を

容
易
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
イ

ン
パ
ク
ト
指
標
は
、「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
資
本
主
義

に
お
け
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
共
通
言
語
」
に

も
な
り
得
る
。
以
上
を
踏
ま
え
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル

な
未
来
社
会
を
目
指
す
建
設
的
な
対
話
に
向
け
て
、

〝
イ
ン
パ
ク
ト
指
標
を
活
用
し
た
対
話
〟を
提
案
す
る
。

実
践
上
の
課
題
や
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」

「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」
指
標
例
を
提
示

　

報
告
書
で
は
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
企

図表　インパクト指標を活用した対話で実現を期待する姿

現在 将来

企業価値

インパクト指標

従来のESG指標

具体化

財務指標
（例：売上高）

インパクト指標
（例：疾病罹患者数／

提供者数）

例：ヘルスケア
（健康寿命の延伸）市場

（例：全ての人を健康に）

サステナビリティ
に関する市場機会

実績／
現時点見込み

長期経営戦略
（価値創造ストーリー）

財務目標
（例：市場機会1000億円）

インパクト目標
 （例：健康寿命100歳、
　疾病罹患者数ゼロ）

長期目標 パーパス

ビジネスモデルの明確化とイノベーションへの投資加速が実現
上記の流れを構築することで・・・

対話

企業 投資家

革新的なビジネスモデル
＜事業／イノベーション＞
（例：AI創薬、ドローン配送）

インパクト指標の活用で、
市場機会の獲得への
ストーリー等が明確に

未来社会／
パーパス

／
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